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（別紙様式３） 

 

令和５年３月３１日 

 

 

事業完了報告書 

 

文部科学省初等中等教育局長 殿 

 

 

住所     愛知県名古屋市千種区不老町 

管理機関名   国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学 

代表者名   機構長 松尾 清一 

 

    令和４年度ＷＷＬ（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業

に係る事業完了報告書を，下記により提出します。 

 

記 

 
１ 事業の実施期間 

      令和４年４月１日（契約締結日）～ 令和５年３月３１日 

 

２ 事業拠点校名 

学校名   名古屋大学教育学部附属中・高等学校 

学校長名  辻  浩 

 

３ 構想名 

Society 5.0 をリードするコンソーシアム TOKAI の構築 

             ～STEAM for SDGs  We are the World～ 

 

４ 構想の概要 

SDGsの達成が自分ごとになってきた矢先、コロナ禍が突きつけたのは、この世界は予測しえな

い課題や困難が起こるという事実である。そこで我々は「予測不可能な世界での SGDs の達成」

をグローバルな社会課題として設定し、コンソーシアムを形成して次の 3 方向から「勇気をもっ

て未来をつくる」イノベーティブなグローバル人材を育成する。  

〔高大接続カリキュラム開発〕新教科・科目群 「STEAM」を中心に、中等教育と高等教育をシー

ムレスにつなぐカリキュラムを開発する。個別最適化された学びを推進するため、アドバンスプ

レイスメントを管理機関と開発し、単位認定を行う。 

〔教育方法の開発〕非定型の課題を解決するため、深い理解に基づいた「協同的探究学習法」を

開発し、生徒の「わかる学力」を育成する。 

〔評価方法の開発〕思考力調査、意識調査、インタビュー調査等を分析し、コンピテンシー、マ

インドセット、探究スキルの効果測定を行う。 

 

 

５ 教育課程の特例の活用の有無   無 

 

 

 

 

 

 



６ 管理機関の取組・支援実績 

（１）実施日程 

業務項目 実施期間（令和 4年 4月 1日 ～ 令和 5年 3月 31日） 

 

 

①コンソーシアム TOKAIの

充実 

 

②AP 制度の実施 

 

③AL ネットワークの運営 

 

⑤運営指導委員会、検証委員

会の開催 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
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（２）実績の説明 

①コンソーシアム TOKAIの充実 

 令和 3 年度に WWL コンソーシアム構築事業を推進するための基盤となるコンソーシアム

TOKAI を設立させた。令和 4 年度はその活動の充実を目標とした。コンソーシアム TOKAI と

はWWLの核となる組織である。事業拠点校と事業連携校の 7校からなる組織であり、代表役員

は事業拠点校の校長，副代表役員は事業拠点校の副校長が当たる。令和 3 年度に作成した規約に

は、（目的）として、第 2条 コンソーシアム TOKAIは，文部科学省「WWLコンソーシアム構

築支援事業」の概要・目的に基づき，将来，新たな社会を牽引し，世界で活躍できるビジョンや

資質・能力を有したイノベーティブなグローバル人材を育成することとしている。また、（事業）

内容として、第 3 条 コンソーシアム TOKAI は，前条の目的を達成するため，国際機関，高等

教育機関，産業界等にも協力を求め，コンソーシアム TOKAI の構成員を対象として，次に掲げ

る事業を行うとしている。 

一 大学，企業，国際機関等と協働し，より高度な学びを提供する仕組みを構築する事業 

二 グローバルな社会課題研究のカリキュラム開発や研究内容と関連する高校生国際会議の開

催に向けた事業 

三 大学教育の先取り履修を単位認定する取組に関する事業 

四 高度かつ多様な科目内容を生徒個人の興味・関心・特性に応じて，履修可能とする学習プ

ログラムに関する事業 

WWL事業が始まり、ALネットワークが日本全国にできているが、この取組は各 ALネットワー

クのモデル事業として位置づいていると言える。 

 

②AP (Advance Placement) 制度の実施 

 令和 3 年度は、事業拠点校である附属中・高等学校の生徒を対象としてアドバンスプレイスメ

ントを名古屋大学初年次教育の「基礎セミナ－」と G30（グローバル 30プログラム）の「Studium 

Generale B」で試行した。令和 4年度は、その成果を事業連携校の 7校へも拡大してアドバンス

プレイスメントを行った。「基礎セミナ－」とは、名古屋大学 1年生を対象とした授業であり、多

彩な学問分野と人材を背景に、コモン・ベーシックとしての読み（文献調査、考察、検討）、書き

（まとめ、報告書作成）、話す（討論、発表）を中心とした多面的な知的トレーニングを通して、

「知の探究のプロセス」と「学問の面白さ」を学ばせ、自立的学習能力を育成することを目標と

したものである。また、英語で行われるオンライン講義「Studium Generale B 」はオンライン上

で講義を受け、英語でディスカッションを行うものである。「基礎セミナー」、「Studium Generale 

B」はともに大学生を対象に名古屋大学が設置している。参加した附属学校生徒と事業連携校の生

徒は、大学生と一緒に講義を受講した。春学期は「基礎セミナ－」と「Studium Generale B 」で

合計 15 の講義をアドバンスプレイスメントとして附属学校と事業連携校の生徒が参加すること

を許可した。春学期アドバンスプレイスメントに参加した生徒の合計は、20名。うち附属学校生

徒は 10名。事業連携校は 4校から 10名（明和 2名、岐阜 3名、向陽 2名、金城 3名）が参加し



た。A＋評価が 10 名、A 評価が 7 名で履修取下げ生徒が 2 名いた。履修取下げ生徒は、名古屋大学か

ら距離的に遠い学校のため履修が難しかった。以下は受け入れた大学教員のコメントである。 

（WWL の高校生が講義に参加したメリットとデメリット） 

・二人の WWL高校生（女子 1名男子 1 名）を受け入れましたが、二人とも名大一年生と遜色ない（む

しろ上回るくらいの）知識と積極性を発揮し、頼もしく思いました。一緒にクラスにいた名大生にと

っても後輩の活躍は刺激になったかと思います。 

・トップレベルの高校生目線での意見を大学生も聞くことができ、在学生にとっても良い刺激になっ

ていました。 

・大学生にとっても、高校生が自分たち以上に真剣に取り組んでいることは刺激になっていたように

思われた。また、発表自体も非常にレベルが高く、講義全体の議論や発表の質が上がったと感じた、

というようなコメントを多くいただいた。 

 また、距離的に履修が難しい事業連携校の生徒のために、夏季集中「基礎セミナ－」を 2 講座

（講座 1 化学実験で調べてみよう、講座 2 時事問題で学ぶファシリテーション）を開講した。

名古屋大学の正課授業のため名古屋大学と岐阜大学の学生にまじり、多くの高校生が参加するこ

とができた。また、秋学期「Studium Generale A 」を開講し事業連携校 1 校から 2名の高校生

が参加した。「Studium Generale B」「Studium Generale A 」はオンディマンドとオンラインを

組み合わせた講義のため、居住地に関係なく参加できるというメリットがあるが、すべて英語で

行われるため高校生にとっては少しハードルの高い科目である。 

 

③ALネットワークの運営 

 以下のような ALネットワーク(AL-NET)プラットフォームを形成している。 

 

 

（AL-ネット運営委員会） 

令和 4年度は、1回（4月 4日）対面で開催した。管理機関から杉山直名古屋大学総長、松下晴

彦教育学部長、辻浩附属学校校長、三小田博昭附属学校副校長、柴田好章カリキュラムアドバイ

ザーが出席し、オブザーバーとして、髙橋宏治名古屋大学運営局長、佐久間淳一名古屋大学副総

長、今村敦司附属中学校副校長、小出信吾名古屋大学文系総務課長、渡邉高史附属学校事務係長

が参加した。主な議題は令和 3 年度の WWL 事業年間計画の成果と課題、および令和 4 年度の

WWL実施計画と予算執行計画、Advance Placement制度の実施制度の実施体制、WWL地域ネ

ットワーク等についてである。 

（AL-ネット推進委員会） 

令和 4年度は、5回（5月 6日、7月 1日、9月 16日、10月 21日、2月 17日）開催。参加者

は附属学校から管理職の他、WWL 推進員 3 名、事業連携校の管理職がぞれぞれ参加した。議題

は主に、Advance Placement制度、高大連携企画「学びの杜」講座、協同的探究学習指導法教員

研究会、高大接続探究ゼミ等、その時期に開催予定の WWL 企画を実行に移すための方策をオン

ラインで検討した。海外連携校とは、事業拠点校とのオンラインやメールでの開催となった。こ

こで協議された内容は、AL-NET実行委員会に属する各事業連携校教員が中心となり実施された。 
 

⑤運営指導委員会、検証の開催 

（運営指委員会と検証委員会同時開催） 

令和 4 年度 2 回、対面形式で開催した。1 回目は 7 月 8 日に開催。運営指導委員の安彦忠彦（名

古屋大学 名誉教授）磯輪英之（株式会社 ISOWA 代表取締役社長）勝野 哲（中部電力 代表

取締役会長）辻村哲夫（公益財団法人学習情報研究センター 理事長）古澤礼太（中部 ESD協議

会 事務局長）堀田秋津（京都大学 iPS 細胞研究所 准教授）、カリキュラムアドバイザーとし

AL-NET 実行委員会 

（必要回数） 

 

各校から選出された担当教員 

【管理機関（名古屋大学）AL ネットワーク(AL-NET)プラットフォーム 】 

 

 

 

(提案) 

AL-NET 運営委員会 (３回程度/年) 
管理機関：総長、教育学部長 
拠点校 ：校長、副校長 
WWL 事務局 
カリキュラムアドバイザー、海外
交流アドバイザー、事務補佐員 

AL-NET 推進委員会（５回程度/年） 
拠点校   校長 副校長 
国内連携校 校長 
海外連携校 代表 
カリキュラムアドバイザー 
海外交流アドバイザー 

(提案) 



て柴田好章（名古屋大学教育発達科学研究科高大接続センター長）が出席した。附属学校からは、

辻校長、三小田副校長、研究部員、WWL 事務員が出席し、附属学校教員とともに、令和 3年度の

実施計画や検証方法に関して議論を行った。2 回目は、WWL 研究成果発表会にあわせ 2 月 10 日

に実施した。この時は、運営指導委員の安彦忠彦（名古屋大学 名誉教授）磯輪英之（株式会社

ISOWA 代表取締役社長）勝野 哲（中部電力 代表取締役会長）辻村哲夫（公益財団法人学習

情報研究センター 理事長）古澤礼太（中部 ESD協議会 事務局長）堀田秋津（京都大学 iPS細

胞研究所 准教授）が参加し、WWL研究成果発表会で行われた公開授業等を参観し、その成果と

課題について議論した。 

(検証委員会単独開催） 

 1月 30日と 1月 31日に検証委員会を開催した。ここでは、脇田貴文（関西大学社会学部教授）

と附属学校 WWL 推進委員会教員が、令和 3 年度の生徒アンケートの結果分析、教員アンケート

の分析、次年度のアンケート評価の実施等について議論をした。 

 

７ 研究開発の実績 

（１）実施日程 

業務項目 実施期間（令和 4年 4月 1日 ～ 令和 5年 3月 31日） 

 

①幅広い興味と探究 Seedsを

育成する「Pre-STEAM」2年

次実践 

 

②文理を超えた科学的思考力

を育成する「STEAM」2年次

実践 

 

③大学教育の先取り履修の実

施に向けた「Early College」に

関する 2年次実践 

 

④協同的探究学習法に関する

2年次実践 

 

⑤より高度な内容を学びたい

高校生のための条件整備に関

する 2年次実践 

 

⑥関係機関の情報共有体制の

構築 

 

⑦事業の評価 

 

⑧成果の公表・普及 

 

⑨運営指導委員会、検証委員

会の開催 

 

⑩報告書の作成 

 

⑪WWL研究発表会への参加

とWWL 研究校の視察 

 

⑫WWL 経理事務 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 
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（２）実績の説明 

①幅広い興味と探究 Seeds を育成する「Pre-STEAM」2年次実践 

（Pre-STEAM Ⅰ） 

高校で行う STEAMにつなげるため、総合的な学習の時間を活用して生徒は「調べ学習」を中

心とした課題研究を行っている。学年ごとにテーマが決まっており、そのテーマに沿って生徒は

個別に個人テーマを決定する。学年テーマは、中学１年が「生き方を探る」中学２年が「生命と

環境」中学３年が「国際理解と平和」である。今年度はウィズコロナを目標に FW（フィールドワ

ーク）を校外で実施する生徒も出始めた。専門家への聞き取り調査を校外での FW の他、オンラ

インや電話、FAXを活用し自分のテーマを深堀した。令和 4年度は、「Pre-STEAM Ⅰ」と授業

名を変更して、「Pre-STEAM Ⅱ」とともに総合的な学習の時間で実践した。 

（Pre-STEAM Ⅱ） 

令和 4 年度からこれまでの「課題研究Ⅰ」の名称を変更し、「Pre-STEAMⅡ」として高校で

行う STEAMとの関係性が明確になるようにした。「Pre-STEAMⅡ」は、「実験、観察」や

「創造、表現」といった想起を刺激する活動を通して探究の芽を育成することを目標として

いる。 

各学年に設置された講座から半期ごとに 1 つ選択する。具体的には、以下に示す活動を行

った。実施内容の例としては、「生活の中の科学」での目標は「身近にあるものを使った実験

を行い、化学反応のしくみを考える」ことであり、カルメ焼きや「いか」「あさり」「手羽さ

き」の解剖をした。「歴史博物館を構想してみよう」では、高木家文書資料館見学したり、博

物館の特別展をグループで構想した。これらは高校での「STEAM」につながるものである。 

Pre-STEAMⅡの活動内容 

中学 2年 中学 3年 

生活の中の科学 数学を楽しもう！ 

木のおもちゃをつくろう CG で表現しよう！ 

スポーツの魅力を発信しよう 音楽をみんなに届けよう！ 

歴史博物館を構想してみよう 日本の伝統刺し子と絞り染めでバンダナを作ろう 

「源氏物語」を読んでみよう 英語で映画を楽しもう！ 

 

②文理を超えた科学的思考力を育成する「STEAM」2年次実践 

（高校 1年 2単位必履修、高校 2・3年 1単位必修） 

高校 1年から高校 3年まで系統的に課題研究「STEAM」を実践する。高校 1 年で課題研究の基

礎を固め、2年 3年で実践、発表、まとめを行う。 

高校１年 高校２年 高校３年 

データサイエンス 
STEAM STEAM 

アカデミックライティング 

 

【高校 1年での取組】 

〇データサイエンス（学校設定教科）高校 1年 1単位全員必修 

問題解決のためのフレームワーク PPDAC（Problem Plan Data Analysis Conclusion）サイクルに沿

った形で授業を展開した。このフレームワークは、高校 2 年で本格的に課題研究を実施するため

の基本的な素養となる。石井秀宗教授（名古屋大学教育学部）と連携して実践し、1年生の授業を

   



組み立てた。授業は、数学と体育の教員が TT(チームティーチング)で講義と演習形式の両方で実

践した。前期ではサンプル特性の考慮、分析方法の選択、結果の解釈といった課題研究を行う上

で必要なデータリテラシーの基礎を身につけることに加え、それらのスキルの価値や必要性、ま

た、面白さについて気が付かせることを目的としている。後期は数学と化学の教員の TT で実施

した。課題解決の場において、多様な変数をもつ多数のデータを分析して考察し、課題解決の方

向性を判断できる力の基盤を育てることを目的としている。 

〇アカデミックライティング（総合的な探究の時間）高校 1年 1単位全員必修 

 データサイエンスで研究の検証方法を学ぶ一方で、アカデミックライティングでは研究の基盤

そのものを育成する。前期アカデミックライティングでは、柔軟な思考力、研究倫理、ロジカル

ライティングに関しての理解を深め、名古屋大学大学院教育発達科学研究科附属高大接続研究セ

ンターの髙橋まりな特任助教に仮説検証に関する講義を依頼した。後期アカデミックライティン

グでは、テーマを決める際の文献研究、仮説の設定、研究計画を合わせて行った。今年度初めて

の試みとして、授業動画を作成してオンデマンド形式の授業を実施した。またアンケートの作成

の留意点や先行研究調査方法なども今年度、新たに加えた内容である。 

〇STEAM 高校 2年、高校 3年 1単位全員必修 

  WWL カリキュラムを年次進行で行うため、高校 2年で初めて STEAMを今年度実施した。高校

3 年での STEAM は、旧カリキュラムで実施した。2023 年度に初めて新カリキュラムが完成する

ため、いよいよ次年度は高校 3 年生までの 3 年間の STEAM カリキュラムが一貫する。2022年度

に 2023 年度の完成を目指して授業内容のフレームワークを整えた。2022 年度も、高校 2 年の

STEAM担当教員を 16名で行い、担当教員が十分時間をかけて生徒の指導にあたる体制を準備し

た。16名という教員数は本校教員のおよそ 2分の 1にあたる。また、すべての教科の教員が STEAM

に関わるようにしたことで、生徒の研究テーマに対応できるようにした。 

 

③大学教育の先取り履修の実施に向けた「Early College」に関する 2年次実践 

○AP (Advance Placement) 制度への参加 

 管理機関の取組でも記載したように、2022年度は、事業拠点校である附属学校の生徒を対象と

して AP (Advance Placement) 制度を充実させることを目標とした。2022年度の特徴としては、事

業連携校の高校生も名古屋大学の AP 制度に参加できる体制を整えたことである。2022 年度は、

名古屋大学がコンソーシアム TOKAI の生徒に春学期「基礎セミナー」と夏季集中「基礎セミナ

ー」「Studium Generale B 」「Studium Generale A 」の大学講義を AP として高校生の参加を認め

た。2022 年度の名古屋大学から提供された AP 科目は合計で 18 講義であった。以下の表は、AP

に参加した事業拠点校と事業連携校の一覧である。延べ約 60名の生徒が AP に参加しその多くが

大学の成績や単位を好成績で付与された。この取組と規模感は全国の WWL 事業の中の AL-NET

ワークでも多くはないと考えている。 

また、特筆すべき点としては、距離的な関係で事業連携校の中には、名古屋大学で行われる対

面式の講義へ参加したくてもできない生徒がいる。これらの生徒に対して、夏季集中「基礎セミ

ナー」を夏休みに開講した点である。夏季集中「基礎セミナー」も名古屋大学の正課授業のため、

名古屋大学の学生だけでなく岐阜大学の学生も参加する。これらの大学に交じり、2022年度は実

にのべ 30名の高校生が参加した。事業連携校からも 17名が参加し、29名が名古屋大学から成績

と単位を付与された点である。 

 

Early College 
開催時期 

 

参加人数 
参加 

連携校数 

単位／修了証 

授与人数 

(APは単位) 

拠点校 連携校 合計 

基礎セミナー 

基礎セミナー夏季集中 

Studium Generale B(AP) 

Studium Generale A(AP) 

4月～8月 

夏休み 

4月～8月, 

10月～3月 

10 

13 

0 

0 

10 

17 

4 

1 

20 

30 

4 

2 

4校 

5校 

2校 

1校 

17 

29 

3 

1 

 



○「Studium Generale B」「Studium Generale A」への参加 

 「Studium Generale B」、「Studium Generale A」は英語で行われる AP制

度の名古屋大学 G30 International Program 講義である。G30 International 

Programとは英語で学位のとれる国際プログラムであり、学部プログラム

と大学院プログラムがある。G30 International Programの学生 は 9月入学

のため、Studium Generale Ａは秋学期(9 月～)で行われるものであり、

Studium Generale Bは春学期（4月～）で行われるものである。2022年度

は合計で 6 名の事業連携校の生徒が参加した。参加した事業連携校は、

（四日市高校 3名、金城学院高校 3名）であった。講義はオンディマンド

とオンラインで受講できるため、距離に関係なく参加できる。「Studium Generale」への参加生徒

は、「基礎セミナー」と比較して少ない。英語で行われることが要因だと察するが、「Studium 

Generale」への参加者を増やすために 2022 年度は名古屋大学教養教育院の教

員が主となり、高校生のための「Studium Generale OPEN COURSE」を開講し

た。2022 年度は本校生徒や WWL 事業連携校（明和高校、瑞陵高校、向陽高

校、岐阜高校、四日市高校、金城高校）だけでなく、地域の高校（千種高校、

豊田西高校、旭丘高校）にも提供した。成績と単位が付与される「Studium 

Generale B」「Studium Generale A」とは異なり、「Studium Generale OPEN COURSE

では、規定数以上参加した生徒に修了証が名古屋大学から付与される。

[Studium Generale OPEN CORSE」には 2022年度は総数で 104名の高校生が参

加した。 

 

○高大接続探究ゼミ 

AP 制への移行を目的に 2021 年度に名古屋大学教養教育院と連携して実施した「高大接続探究

セミナー」を 2022年度は工学部／工学研究科にも拡大して「高大接続探究ゼミ」として発展させ

た。アドバンスプレイスメントを目的として大学生と学びを共有する「基礎セミナー」では、成

績や単位を取得することを目的としたが、「高大接続探究ゼミ」は大学での学びに触れ、自分の

興味関心のある分野を見出し、大学での学びにつなげるためのキャリア形成を目的としている。 

8月 1日～23日に 8講座を開講した。事業連携校の生徒も参加できるように 10:30～12:00

と 13:00～14:30 の時間帯で行った。講座は ①次世代光ファイバ通信の基礎を学ぼう②ドキ

ュメンタリーで学ぶファシリテーション③顔料プルシアンブルーの秘めた性質④光触媒って

なに？⑤光とレーザーについて知ろう⑥Python でフラクタルを描画しよう⑦自分の声を可

視化してみよう⑧パソコンで「ことば」を調査してみようの 8 講座で 2021 年度から 2 講座

増えた。生徒は 6 つの講座から 2 つを選択する。「4 日間 2 講座」を受講した生徒には名古

屋大学教養教育院より修了証を発行された。附属学校から 29名、事業連携校から 33名（明

和高校 1名、四日市高校 17名、岐阜高校 6名、向陽高校 2名、金城高校 7名）が参加した。 

Early College 開催時期 
参加人数 参加 

連携校数 
単位／修了証 

授与人数 

(APは単位) 
拠点校 連携校 合計 

高大接続探究ゼミ 8月 29 33 62 6校 43 

 

（受講生アンケート結果） 

○内容の理解度 
 1 十分理解できた 2 だいたいは理解できた 3 どちらでもない 4 少ししか理解できなかった 5 全く理解できなかった 

○講座の内容について 
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1とても興味をもつことが出来た 2 まあまあ興味をもつことができた 3どちらでもない 4あまり興味をもてなかった  

5全く興味をもてなかった 

○自分の参加度について 
1 十分参加することが出来た  2 ある程度は参加することができた  3 どちらでもない  4 あまり参加できなかった  5 全く参加できなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④協同的探究学習法に関する 2年次実践 

 コロナ禍でありながらも、時期と感染状況を確認しながら協同的探究学習が可能な授業におい

て校内で実践した。その成果と課題を広めるため、2022年度は協同的探究学習教員研修会を教科

別に 3 回実施した。対面での開催も検討したが、感染拡大防止の観点からオンラインでの実施と

なった。第 1 回は、社会、地歴公民、理科。第 2 回は、数学、体育。第 3 回は、情報とこれまで

のまとめとして協同的探究学習実践報告会を行った。 

〇第 1回 協同的探究学習教員研修会（7月 28日） 

夏季休業中にオンライン開催で行った。対象教科は、社会、地歴公民、理科。申込者は 65名で

あった。研修会には藤村宣之先生（東京大学教育学研究科

教授）「探究と協同を通じた子どもたちの『深い学び』 

―新たな気づきを生み出す問いと本質的な理解の評価―」

を主題にオンライン講義をいただいた。出席者からは 

・初めて「協同的探究学習」についてお話を聞けて、刺激的

でした。普段からこのような授業を展開していたのですが、

それの理論的な裏付けをしていただけたような気がして嬉

しかったです。 

・全ての子どもが、考える楽しさを感じる授業の大切さを

改めて思いました。社会科の歴史的、地理的なお話は、また

伺いたいです。正三角形を等しく３つに分ける問いを、同

僚と折り紙で試し、不思議さや面白さは問い次第なことを

実感しました。 

・協同的学びは人間の成長に寄与するとのお話に大変強い

共感を覚えました。教科教育的な側面にとどまらず、社会

情動的スキルの育成が授業で行われるとしたら素敵なことです。という声が聞かれた。 

〇第 2回 協同的探究学習教員研修会（10月 15日） 

 対象教科は数学と体育で実施した。55名弱の参加者がオンライン会議に集合した。 

（参加者が研修会で知りたいこと） 

・協同的探究学習の指導案の作り方を知りたい。 

・「思考・判断・表現」や「主体的に学習に取り組む態度」の評価について詳しく知りたい。 

・非定型な課題の本質に迫る発問や活動の具体について学ぶ機会にしたい。 

・その授業内で深めたい「わかる学力」を定めたうえで，協同的探究学習で用いる導入問題・展

開問題の題材選びにおいて注意していること。 

などが事前に寄せられた。これらからも協同的探究学習に関して興味関心が大きいと感じられる。 

（参加者の感想） 

・とても参考になる実践ばかりでした。本校でも取り組んでいける部分は取り組んでいきたいと

思います。 

・一般的な算数・数学教育で言われている問題解決型学習との差異がよく分からなかった。しか

し、特に高校の数学の教科書は問題解決型の学習をしやすい書き方にはなっていないので、高

校における実践は非常に参考になった。可能であれば、生徒が書いたワークシート等を資料に

 

   



付け加えていただければと思いました。 

〇第 3回 協同的探究学習教員研修会（12月 17日） 

第 3回は、「情報」と「協同的探究学習実践交流検討会」をメインに実施した。参加者は 50名。 

情報は高校 1 年生を対象に実施した。「アナログとデジタルの違いは何か？」という内容で発表

が行われた。また、藤村宣之先生からは、「協同的探究学習で実現する深い学び―手続き適用型

の学びをいかに越えていくか？― 」というタイトルで講演をいただいた。 

（参加者の感想：情報） 

・拝見した授業は、情報の科学的理解をどのように促していくかを考える上で、とても参考とな

る授業でした 

・非常に少なくなってしまった中学校の技術科の授業の中で、先生方が何をどこまで学ばせるの

かいろいろと苦悩しながら取り組まれている様子がよくわかりました。 

（参加者の感想：講演） 

・授業の際、意味を理解して学習に取り組むことの大切さや、「個人→協同→個人の流れの意義」

について感じているところではありましたが、それらをより理論的に捉えることができました。 

・日頃の指導の中に、知らないうちに「手続き適用型」が潜んでいるのではないかという疑問を

持つきっかけとなりました。「意味理解型」への転換を周囲へ啓発していきたいと思います。 

 

⑤より高度な内容を学びたい高校生のための条件整備に関する 2年次実践 

○学びの杜 

「名古屋大学の知を高校生へ」をテーマに、本校と名古屋大学教育発達科学研究科附属高大接続

研究センターが、附属学校生徒と事業連携校生徒を対象に実施した。目標は参加高校生が、新し

い価値を創造し「トップ・イノベーター」

を育成することである。2022 年度は対面

コースとオンラインコースの 2 コースを

展開した。講師は、名古屋大学の人文学研

究科、教育発達科学研究科、理学究科、工

学研究科、医学研究科、博物館の教員が担

当した。コロナ禍を考慮し 2022 年度はす

べてオンラインで行った。講義内容は、「発

音からみた日本語のバリエーション」「がん転移・アレルギー・動脈硬化を司る血管の機能」「大

学の化学は美しい！ 知る、見る、触る、作る」「地域医療とその教育を学ぶ」等の 20講座が開

講された。講座は 7 月～8 月にかけて開催された。生徒たちは様々な分野から自分の興味関心の

あるものを受講し、10講座以上に出席した場合は名古屋大学大学院教育発達科学研究科長による

修了証を授与し、9 講座以下の場合は名古屋大学教育発達科学研究科附属高大接続研究センター

から修了証が付与された。本校ではこの修了証を附属学校の単位として読み替えて認定している。

102名の生徒が参加し、附属学校からは 83名、事業連携校（明和高校、金城学院高校、岐阜高校、

向陽高校、四日市高校、瑞陵高校）から 19名が参加した。うち名古屋大学大学院教育発達科学研

究科長による修了証を付与された生徒は 16名（附属学校 12名、事業連携校 4名）であった。 

○ALE (Active Learning in English) 

名古屋大学教育学部との連携で実践している企画である。ALEの目的は、講師 TAから「リア

ルな世界の状況」についての講義や参加者とのディスカッションを通して課題解決や新しいアイ

ディア、世界の仲間との共創を育むことである。講座はすべて英語で行われるため、日頃授業で

行っている英語の力を実践的に活かすとてもいい機会となっている。講師となる TA は、名古屋

大学の留学生であり、それぞれが母国の社会問題について問題提起する。それについて参加者が

小グループで議論をする。各グループには留学生 TA が付き、議論をファシリテートしていく。

今年度はすべてリアルで実施した。全部で 10 回行われ、その講義内容は、Pre-session 20 分、

Lecture 30分 Break 10 分 Discussion 40分 Presentation  20分で構成されている。Pre-

sessionでは、参加者が小グループに別れ、留学生 TAと自由に会話する。これは生徒たちを「英

語の頭」に切り替えることを目的としている。TAの講義について小グループで討論した後、討論

の内容を全体で共有する。全 10回の講義のうち 7回以上出席した参加者は、名古屋大学教育学部

  



から修了証を授与される。本校ではこの修了証を附属学校の単位として読み替えて認定している。

今年度は 3年ぶりにリアルで実施した。参加した生徒は、名大附属 19名、向陽高等学校 3名、四

日市高等学校 4 名、金城学院高等学校 3 名の 29 名で 21 名が修了証を付与された。次に示すの

は、講義内容一覧である。 

実施日  発表者 出身地 講義テーマ 

10/16 
AM Sultane Mussa他 Mozambique Social Challenges 

PM Alexander Navarro USA Gun violence in the United States 

10/22 
AM 

Sinthavanh 

CHANTHAVONG 
Laos 

Gender Inequality Issues in Lao 
PDR 

PM Chhoeurk Bomey Cambodia Child labor in Cambodia 

10/30 
AM Melina Neophytou Cyprus The Cyprus Problem 

PM Namuun Byambajav Mongolia Air Pollution in Mongolia 

11/12 
AM Anastasia Savira Indonesia Jakarta is Sinking 

PM Karl Raymond Roque Philippines The Philippines 

11/19 
AM Adefolake Adeniyi   Nigeria 

TRADITIONAL MUSIC & DANCES IN 

NIGERIA 

PM Adhikari Sudha Nepal 
Waste management problem in 
Nepal 

 

参加した生徒の感想） 

・世界中の問題解決に向けて、率先して動くとこができる人材になりたいです。 

・文法ばかりの英語の授業は面白くないので、ALE のように話す、聞く、読む、書く全般をカバ

ーする授業を学校でもするべきと感じた 

・次回は、科学についてもテーマに入れると理系学生も興味を持ちやすいと感じた。 

参加した TAの感想） 

・I think it’s an amazing project, not only because of the English but also it gives the 

opportunity to young Japanese students to learn and interact with other cultures which help 

fostering multicultural coexistence practices. 

・I think that some students who were shy and not very confident in their speaking ability 

finally opened up and were not so afraid of talking in English. 

・I think, basically, the student's English ability is excellent but they just lack confidence. In 

the few last workshops, I found out that they are more confident to speak in English. 

○ALE合宿 共通テーマ ”Global Issues on Earth” 

 ALEは、地域ごとの課題について学ぶことが主題であったため、その学びを総括し各地域の課

題としてではなく、地球規模で捉えることを目的に実施した。世界情勢が急激によくない方向へ

と推移している今だからこそ、これまで以上に各国の個別の事案ではなく、「地球規模の課題」

としてとらえる必要性があると ALE を実践している中で感じたからである。名古屋の都心の喧

騒の中では、感じえない「人間本来の姿」や「地球のあるべき姿」を、山中の自然の中で夜通し留

学生を交え ALEでの学びを振り返りながら議論することで、「人間本来の姿」や「地球のあるべ

き姿」を十分な時間をかけて見つめ直すこともねらいであった。使用言語はすべて英語で実施し

た。参加生徒は、名大附属高校 18名、向陽高校 2名、四日市高校 2名の合計 22名で、講師

としてファシリテータ 1名(Egypt)と留学生７名(Lithuania、Egypt、Peru、Kenya、Republic 

of Malawi、Lao People's Democratic Republic、Viet Namが参加した。実施場所は、新城観

光ホテル(1泊 2日)で実施した。 

  
 



 

○WWL生徒研究員制度（WWLプロジェクト） 

WWL 生徒研究員制度をサイエンスグループとグローバルグループに再編した。サイエンスグ

ループには、数学プロジェクト、相対論・宇宙論プロジェクト、色素プロジェクト、粘菌プロジ

ェクト、ヒドラプロジェクトの５グループがあり、校外での発表会やコンペティションに参加し

成果を普及している。相対論・宇宙論プロジェクトは第 25回ジュニアセッション（主催：日本

天文学会）や JSEC2022（第 20回高校生・高専生科学技術チャレンジ）等に参加。色素プロ

ジェクトの生徒は、第 95回日本生化学会（高校生部門）での発表を行っている。一方、グロ
ーバルグループは、それぞれの企画に応じて生徒をグループ内から募集し、その企画に興味を持

った生徒が応募する形をとっている。2022年度は、サステナブル・ブランド国際会議、SDGs生

来世代創造 2022（アサヒ飲料株式会社）等で発表を行った。中学 1年～高校 3年までの生徒がサ

イエンスグループ 235 名、グローバルグループには、119 名が参加してそれぞれ活動している。

生徒だけの活動に加え、大学教員等が定期的に指導に入るなどユニークで独特な研究を中高生混

じって行っていることが特徴である。 

 

⑥関係機関の情報共有体制の構築 

〇海外事業連携校との交流 

本校は、海外事業連携校を米国に 4校、リトアニアに 1校、モンゴルに 1校、英国に 1校持って

いる。2022年度は、米国の高等学校との交流を中心に行った。 

（米国 NY州 United Nation International School 訪問） 

 UNIS（国連国際学校）と本校の高校生が、ペアワークやグループワークを通して交流し、各

国の SDGsの現状について理解を深める活動を 2022 年 11月から 3月末まで不定期で実施した。

参加生徒の自宅からオンラインでの交流となった。参加生徒は本校 2年生 1名、高校 1年生 9

名、UNISは 10名計 20人である。参加者はペア（グループ）で、オンラインでそれぞれ資料を

作成し、オンライン上に集まりディスカッションを行った。テーマは、UNIS-UN での目標 4「質

の高い教育」に焦点を当ててそれぞれのサブトピック(guiding questions)に答えるという形で行っ

た。その集大成として 3年ぶりに米国を訪問し UNIS の生徒と交流事業を実施した。UNIS 訪問

は、3月 18日（土）～24日（金）までの 5泊 7日。UNISは国連学校のため、参加生徒は元国

連職員で現国連地域開発センターの東京オフィスで勤務されている横田妙子さんからの事前学習

を名古屋で受けた(3月 1日)。またUNISでも国連職員の山川のぞみさんかお話を伺った後、実

際に国連ツアーに参加して理解を深めた。国連ツアーの後、実際に国連で行われている「世界水

会議」を傍聴することができた。世界から出席している代表者が意見を出し合い議論している様

子は圧巻であった。また冒頭では天皇陛下からのビデオメッセージもあった。UNISの生徒は 4

月 1日（土）に本校を訪問し相互交流を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 
    （UNISにて）       （国連職員からの事前学習）       （国連にて） 

 

（米国 NC州 East Chapel Hill High School） 

ECHHS は、米国ノースカロライナ州にある公立高校である。名古屋大学の海外事務所 

(Technology Partnership of Nagoya University, Inc.) がノースカロライナ州にあることもあり、現地

の高校と本校との交流が 2016 年から始まった。2021 年度に続き、2022 年度も現地の高校生と年

賀状の交換を行った。 

   



 

（ECHHS からの年賀状の例）     （附属中学生が送った年賀状の例） 

 

〇外部機関と連携した国際交流 

（名古屋大学の国際産学連携の米国拠点 NU Tech(NC州)と、在名古屋米国領事館との連携） 

NU Tech(NC州)と、在名古屋米国領事館と連携して「海外留学す

るためのファーストステージ」アメリカ大学進学セミナーを開催し

た。日本時間の 2023年 2月 12日（日）10:00～11:30、EST（米国東

部標準時間）では 8:00-9:30 までウェビナーで行った。参加した米国

の大学は、ノースカロライナ州立大学、ノースカロライナ大学チャ

ペルヒル校とデューク大学である。いずれも世界屈指の大学であ

り、これらの大学には世界中から学生も集まっており、日本人学生

も多く在籍する大学である。英語と日本語の同時通訳も最初から最

後まで入った。在名古屋米国領事館広報企画調整官であり Education 

USAアドバイザーによるメッセージのあと、各大学の説明が行われ

た。実際に留学している日本人留学生のパネルディスカッションも

行われた。日本と米国の高校生や保護者を中心に約 100名が参加した。内訳は高校生が 37名、

保護者が 37名、教職員が 6名、その他（中学生等）が 20名である。 

(アメリカ航空宇宙局 NASAと在名古屋米国領事館との連携) 

WWL 特別交流会として、NASA Senator Bill Nelson 氏との対面とオンラインでの交流を 2 月 9

日（木）に附属中学生、高校生全員を対象として実施した。生徒は対面組とオンライン組に分か

れて、オンライン参加生徒は所属教室で同時配信された映像に見入った。また、名古屋大学から

も総長の他、NASA と共同研究を実施している教員も交流会に参加した。交流会では、Bill Nelson

長官から、対面参加の生徒とオンライン参加の生徒に対してメッセージが送られた。その後、対

面参加の生徒から活発な質問がなされた。対面生徒は 80名が希望者の中から抽選で選ばれた。報

道各社も取材に入り、多くのマスコミがテレビや新聞紙面上でこの取組を伝えた。本校の高校 2

年生が司会を行い、①生徒による歓迎のことば（3 分）②長官からのメッセ―ジ（15 分）③質疑

応答（15分）④座談会 (20 分)が行われた。座談会は、名古屋大学の杉山直総長がモデレータを務

めた。Bill Nelson 氏と本校生徒の腕立て伏せ競争が行われるなど緊張した雰囲気の中、和気あい

あいとした雰囲気もあり生徒たちは Bill Nelson氏直接交流することで日常の生活から抜け出し、

自分たちの思いを世界にそして宇宙に巡らせる機会となることとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（名古屋大学法政国際教育協力センター(CALE)との連携） 

名古屋大学法政国際教育協力センターと連携して 2022年度は 2つのプログラムを実施した。１

つは、8月に実施した「オンラインホームビジットプログラム」であり、もう一つは今回初めて実

 

 

   

  



施した「ホームスティプログラム」である。「オンラインホームビジットプログラム」は、「留学

生と日本人生徒との間のつながりを作る」という目的で 8 月 6 日に実施した。また、「ホームス

ティプログラム」は 2泊 3日の日程で実際に本校生徒宅に CALE の留学生がホームスティ(2月 10

日～13日)をして交流を行った。13日（月）には、「ホームスティプログラム」に参加した留学生

等 25名の留学生が本校を訪問し、中学 1年生と交流した。対面での留学生との交流はおおよそ 3

年ぶりである。アディショナルプログラム（文化交流会）が 2月 17日（金）17時 00分～18時 30

分アジアコミュニティフォーラム（名古屋大学アジア法交流館 2 階）で開催された。そこでは、

留学生が母国を紹介。民族衣装や民族ダンス等を披露し、ホームスティプログラムに参加した生

徒やその家族が参加した。 

（名古屋大学未来社会創造機構との連携） 

今後のより良い社会を形成するためにどんなことが必要であり、どんな社会が理想的であるか

を名古屋大学の研究者等と議論することで、生徒の想像力を刺激し自由なアイディアを発想する

力を育成することを目的としたプログラムを名古屋大学未来社会創造機構と連携して実施した。

「未来社会創造機構は、最先端の産学連携プロジェクトを推進するため、「センター・オブ・イ

ノベーション（COI）プログラム」の採択を機に、部局や研究領域を横断してプロジェクトに取り

組む組織として設立された機構である。連携した取組は春（5 月 29 日）と冬（3 月 3 日）の 2 回

実施した。春（5月 29日）は、「未来ビジョン 2040 ～フューチャリストになりきり、未来社会

を一緒に想像/創造しよう！～」というテーマだった。参加した高校生は、自由に未来社会につい

て発想し、実現したい未来社会のあるべき姿を創造し、未来社会のシナリオを考え発表した。冬

（3 月 3日）は、「私たちにとって『よりよい未来』ってなんだろう？」をテーマに実施した。参

加した高校生 6名（４チーム）が参加した。未来社会ではどんな問題が解決されていればいいか、

その結果どんな社会になっていればよいか、について参加高校生は自分たちが考える「よりよい

未来」について様々な角度から研究者と議論を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（愛知県ユニセフ協会との連携事業） 

2022 年 12 月生活協同組合コープあいちを中心に、愛知県に日本ユニセフ協会の協定地域組織

として愛知ユニセフ協会が設立された。協会長には名古屋大学総長 杉山直先生が就任した。設

立に関して、名古屋市公会堂で愛知県ユニセフ協会設立記念大会が開催され、ユニセフ職員によ

る講演の他、「子どもの声を聴く」という趣旨で、本校生徒によるグループ発表を実施すること

になった。本校生徒 4 グループが発表を行った。発表テーマはそれぞれ「心の中に平和のとりで

を」「日本の経済について」「生理の貧困について」「エジプトで開催された COP27に参加して」

であり、「日本の経済について」は、本校に留学している 3名留学生が日本語で発表した。 

（バークリー音楽大学主催の国際ワークショップ） 

スタートアップ企業 For Me New York と米国のバークリー音楽大学が共催する国際ワークショ

ップに本校中学生 11 名がオンラインで 2 日間（12 月 10 日～11 日）参加した。10 日は、For Me 

New York と本校中学生がワークショップの事前準備を行った。この事前準備では、日本について

バークリー音楽大学の学生に紹介する内容について話し合った。11日は、実際にバークリー音楽

大学とオンラインでつなぎ、自己紹介や自由会話を行ってリラックスした後、バークリー音楽大

学の学生が創作したミュージカルを鑑賞した。 

 

 

 
 

 

  
 



 

（体験型ワークショップ「Innovation and Global Thinking」） 

高校 1年生を対象に、スタートアップ企業 For Me New Yorkと連携して 2月に 2回実施した。

「インプロビゼーション」には、毎年高校 1 年生の 120名が参加する。2022 年度は、1 月 26日

（木）と 2月 2日（木）に実施。ともに 13:00～15:00に本校交流ホールで行った。今回のテーマ

は「INNOVATION and GLOBAL THINKING ～長期的に目標を持ち続けやり抜く力（夢を叶

える力）をえるために必要なセルフケアを学ぶ～」である。プログラムの中身は、Gritと Positive 

Psychology、EQ向上に注⽬したプログラムであった 。 

 

（サステナブル・ブランド国際会議（日本旅行株式会社）との連携） 

中部地区でも新たに、サステナブル・ブランド国際会議を開催することを株式会社日本旅行と

協議し、第 3回サステナブル・ブランド国際会議を本校が会議を共催して名古屋大学で開催した。 

第 3 回サステナブル・ブランド国際会議は、10月 10 日（月・祝）9:30～1７:30 に名古屋大学豊田

講堂で開催された。参加生徒は 3 つの分科会に分かれそれぞれのテーマのもとで議論と発表を行

った。本校からも 3 つのチームが参加した。名古屋大学からも高校生の議論をファシリテートす

る大学生が参加した。その中には本校を 2021年度卒業し、現在名古屋大学の学生である卒業生も

いた。また、協賛企業が 3つの分科会を開催した。第 1分科会テーマ「報道と SDGs」（東海テレ

ビ放送株式会）、第 2分科会 テーマ「クラウドと SDGs」（株式会社 FIXER）、第 3分科会 テ

ーマ「住まいと環境」（YKK AP 株式会社）であった。 

〇WWL名古屋伝統文化和装礼法親子体験 

名古屋伝統文化和装礼法親子体験教室実行委員会と連携し 7月に「ゆかた体験と日本茶体験」、

11月に「十二単の実演」、12月に「お正月松飾り」を開催した。「浴衣の着付けと礼法」は 2日

間開催した。参加者は各自で浴衣を持参し、講師の先生から浴衣の成り立ちや構造等の講義を混

ぜながら各自で着付けを行った。着付けた後には、本校の和室で「お茶とお菓子」を浴衣のまま

で試食し、お茶の作法を学習した「十二単の実演」は、その歴史的背景や「即位の礼」の際の秘話

も交えながら、十二単の着装を実施した。モデルは男性・女性とも本校の生徒が務めた。また本

校に「アジア架け橋プロジェクト（文部科学省）」で来日している 3名の留学生のうち、1名（イ

ンドネシア）が着装体験をした。「お正月松飾り」はお正月についての歴史やしきたり等の話を

交えながら、日本のお正月の意味についての学びを深めた。 

（ゆかた体験と日本茶体験） 

「浴衣の着付けと日本茶体験 ～自分でゆかたを着てみよう～」をテーマに、7 月 9 日（土）と

10 日（日）の 2 日間実施し、本校生徒と保護者 41 名が参加した。多くの参加者は自分の浴衣を

持参していたが浴衣をレンタルすることもできた。 

（十二単の実演） 

7月に実施した「名古屋伝統文化和装礼法親子体験」に続き、日本文化体験（第２弾）として「平

安装束（十二単）講座」を 11月 5日（土）に開催した。モデルは男性モデルは高校生、・女性モ

デルは中学生とインドネシアからの留学生が務めた。本校生徒と保護者 22名が参加した。 

 

 

 

 

 

 

   



 

（お正月松飾り） 

「名古屋伝統文化和装礼法親子体験」、「平安装束（十二単）講座」に引き続き、WWL日本文化

体験（第 3弾）として 12月 24日（土）に「年中行事 お正月松飾り講座」を開催した。何年か

ぶりの大雪の中、29名の本校生徒と保護者が参加した。 

 

８ 目標の進捗状況，成果，評価 

⑦事業の評価 

○WWLコンソーシアム構築事業で育成する生徒の力 

 WWL コンソーシアム構築事業の目的は、次の通りである（国立大学法人東海大学機構名古屋大

学〔別紙様式 4-2〕構想計画書より） 

東海地域の中核的な役割を担う名古屋大学(以下「管理機関」)が中心となり、国内外の連携校や

国際機関、企業といった多様なステークホルダーと AL ネットワーク(名称：コンソーシアム

TOKAI)を形成する。連携から生まれるグループダイナミックスを活用することでコンピテンシー

やマインドセットをより深化させる。コンソーシアム TOKAIの目的は、世界で活躍できる「イノ

ベーティブなグローバル人材」、すなわち Society5.0 におけるこれからの「学びの在り方」や「求

められる人材」を育成することである。具体的には、以下に掲げるⅠ）～Ⅲ）とする。 

 

Ⅰ）ものごとの本質を理解して科学的に思考・吟味し活用する力や、多様な価値観を持つ他者と

協同できる生徒の育成。 

Ⅱ）変化に即応しながら、地球的課題について探究し続ける生徒の育成。 

Ⅲ）予測不可能な非定型の社会課題を解決し、新たな価値を創造して社会実装につなげることが

できる生徒の育成。 

 

 上記のⅠ）Ⅱ）Ⅲ）の力を測るため、本校では「生徒の意識を測る調査」「思考過程を測る調

査」を令和 4 年度に実施した。「生徒の意識を測る調査」は、高校 1 年生を対象として入学当初

の 4 月（初期値 S1S）と 12月(S1W)に実施した。また、高校 2年生の 12月(S2)にも実施し、WWL

世代の高校生の意識の経年変化を調査した。 

Ⅰ）Ⅱ）Ⅲ）の力は「科学的に思考する力(WWL2_A 2022S2 グラフ 1 )」「探究する力WWL2_B 

2022S2 グラフ 2」「協同する力 WWL2_C 2022S2 グラフ 3」「新たな価値の創造する力 WWL_D 

2022S2 グラフ 4」の 4項目に整理した。「生徒の意識を測る調査」は、質問項目が 69あり、5件

法（5 とてもよくあてはまる 4 ある程度あてはまる 3 ややあてはまる 2 どちらともいえない 1 あえはまらない）で回答

をした。また赤色実践は内部進学者、青色破線は外部進学者を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

(グラフ 1) (グラフ 2) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「生徒の意識を測る調査」に関して、1 月 30 日と 31 日に実施した検証委員会で分析した。内部

進学生と外部進学生で著しい違いがあることが一目瞭然である。外部進学生は一般的に各出身中

学校において生徒会活動に従事していた経験のある生徒や学習成績のよい生徒が多く本校に入学

してくる傾向にある。また卒業後の進路について、ある程度しっかりとした考えをも持っている

生徒が多くいることはこれまでの経験から見て取れる。また、本校入学を第一希望としている生

徒がほとんどである。そのため入学当初は本校生徒と同程度に自己肯定感も高く、高い意欲を持

って高校生活を始めることになるが、附属中学出身の内部進学生徒と交わるうちに、入学当初持

っていた自信と自己肯定感が低下していくことになる、と 2021年度の検証委員会では分析した。

しかしながら、外部進学者は、「科学的に思考する力(WWL2_A 2022S2 グラフ 1 )」と「協同する

力WWL2_C 2022S2グラフ 3」がさらに低下している。これは内部進学者も同じ傾向にあるが、外

部進学者ほど意識は低下していない。その原因を探るため、質問項目を細かくチェックした。高

校 2年生の 12月調査で内部進学者と外部進学者の項目で 0.5以上の差が開いているものに着目し

て分析した。「科学的に思考する力(WWL2_A 2022S2 グラフ 1 )」では 2項目、「現在の社会で起

きている問題が学習した内容でどのように説明できるかを考えている。(内部 3.24、外部 2,72)」

「自然や社会の現象がなぜ起きるのかを考えようとしている。(内部 3.56、外部 2,92)」ことが判明

した。2レベルは回答として「どちらでもない」である。つまり現在社会で起こっている出来事に

対して知ってはいるが、その本質を理解しようとする意識が低いのではないかと考えた。「協同

する力WWL2_C 2022S2グラフ 3」に関しては、3項目、「自分が考えた解き方を友達に説明して

いる。(内部 3.49、外部 2,77)」「友達と一緒に考えることを大切にしている。(内部 3.96、外部 3,44)」

「自分や友達の考えた解決法について話し合うようにしている(内部 3.76、外部 3.1)」ことが判明

した。内部進学者は、中学から協同的探究学習を実施してきているが、外部進学者にはそのよう

な経験をした生徒が多くはいないことがその原因であろうと推察した。 

一方で「新たな価値の創造する力WWL_D 2022S2 グラフ 4」に関して、内部進学者の意識低下

が大きい反面、外部進学者の意識の低下があまり見られない。項目ごとにみていくと、高校 1 年

12 月から高校 2 年 12 月にかけて、内部進学者に意識が大きく低下しているのに対して外部進学

者の意識がそれほど低下していないものや、内部進学者に意識が低下しているのに対して外部進

学者の意識が上がっている項目もある。内部進学者に意識が低下しているのに対して外部進学者

の意識が上がっている項目は、「無駄と思われていたものであっても必要であると気ついたこと

がある。(内部-0.12、外部 0,07)」「自分で実験や観察、データの収集の方法を工夫している。(内

部-0.14、外部 0,35)」「なぜそのような結果になったのかを考えている(内部-0.25、外部 0,06)」。

高校 2 年生になって STEAM を開始したことが所以だと考えた自分で仮説をたて検証・分析する

ような経験が外部進学生にはこれまでなかったため、STEAM に取組むことで意識が向上したと

考えた。一方で内部進学生は中学で Pre-STEAMを実施しているため STEAMで新しい取組をはじ

めたという感覚が少ないためだとも分析した。このように考えると本校で実践している WWL 研

究開発は外部進学生にとっても内部進学生にとっても成功していると考える。中学の Pre-STEAM

と高校の STEAM は指導内容だけでなく生徒の意識面から考えても連続して機能していることが

わかった。次年度は課題研究 STEAMが高校 3年生まで一貫して完成する年である。2023年 12月

に行う現高校 2年生の意識調査で外部進学生の V字回復が起こることを期待する。 

 

 

  

(グラフ 3) (グラフ 4) 



○生徒の英語力調査 

生徒の英語力を測定するための調査を 2種類実施している。 

(GTEC ベネッセ) 

中学 2年～高校 2年までの全生徒を対象として、（株）ベネッセの G-TEC 3技能(Writing Reading 

Listening)を 12月に実施している。この WWL研究開発

では、初年度に当たる 2021 年度の高校 1 年生を調査対

象として追跡調査を実施している。成績の評価基準は

「外国語の熟達度を測る国際標準「CEFR（セファー

ル）」とする。(グラフ 5)は、現在の高校 2 年生の経年

変化を表し、(グラフ 6)は、現在の高校 1 年生と現在の

高校 2年生の比較である。目標は、「自立した言語使用

者」を示す.。B2 及び B1 レベルの生徒を増やすことで

ある。グラフ(5)からもわかるように、1年後には、B1、

B2ともに大きく上昇していることがわかる。(グラフ 6)

からは、B1 生徒の数は変化がみられないが、B1レベル

の生徒数が大きく伸びていることがわかる。相対的に

英語力が上昇しているのではないかと考えている。

WWL 研究開発で英語力の育成に関して事業を推進し

ているため、その成果が表れてきていることに由来す

るのだと考える。2023 年度も継続して生徒の英語力の

変化を調査していく。 

 

 

○生徒の活躍 

（第 18回日本物理学会 Jr.セッション（2022））（主催：一般社団法人 日本物理学会） 

生徒研究員制度 サイエンスグループ 相対論・宇宙論プロジェクト生徒 

「優秀賞」受賞 

テーマ「月を 24時間追跡する－振り子を用いた装置の作成、月の引力の測定－」 

（JSEC2022（第 20回高校生・高専生科学技術チャレンジ））（主催：朝日新聞社、テレビ朝日） 

「阪急交通社賞」受賞 

テーマ「地球と月の二体系における太陽の 2次摂動による月の軌道」 

（第 25回ジュニアセッション）（主催：日本天文学会） 

 名古屋大学大学院理学研究科天体物理学研究室において、愛知県立明和高等学校 SSH 部物理・

地学班に所属する生徒との共同研究を行い、研究成果を発表した。 

  テーマ「アルマ望遠鏡の電波観測による原始惑星系円盤の解析―プログラミングを用いた中心 

（愛知県 統計グラフコンクール） 

20名エントリーの内、金賞（全国大会出場）4名、銀賞 5名、銅賞 4名 

（和歌山県データ利活用コンペティション） 

出場 181チーム中。本校 1チームが最終審査に進出。最終審査には本校を含む 7チームが進出。 

（名大みらい育成プロジェクト） 

第 3ステージ（最終ステージ）に 1名が進出、ドイツに派遣された。 

 

○教員アンケート 

 WWL事業に関して、本校教員にアンケート調査を 3月に実施した(回答 29名) 。分析は、WWL

事業への関りと教員自身のインセンティブに焦点を当てた項目について相関分析を行った。また、

WWLの取組との関わりが１つ以下の教員（12名）と複数ある教員（17名）の働く意欲について

対応の無い t 検定を行った。有意水準は 5％未満とした。以下はアンケートの集計および分析の

結果である。暖色系の帯が肯定的な意見である。 
※ 5：そう思う（赤）  4：どちらかと言えばそう思う（オレンジ） 3：どちらとも言えない（グレー） 

2：どちらかと言えばそう思わない（薄青） 1：そう思わない（青） の 5件法で回答をした。 

 

 

0

10

20

30

40

50

2021 2022

（
人
）

レベル

2021年と2022年の高校1年生の比較

B2 B1

 

0

10

20

30

40

50

60

2021 2022

（
人
）

レベル

高校2年生の経年変化

B2 B1

グラフ(6) 

グラフ(5) 



 

 
図２．WWLの取組への関わり方と働く意欲の関係 

横軸＝WWL の取組との関わり（１：WWL の取組との関

わりが１つ以下、２：WWL の取組との関わりが２つ以上） 

縦軸＝働く意欲値（多い方が働く意欲が低い） 

 

図１．指導⼒向上に役⽴つと考える項目 

（A1 新しいカリキュラムや教育方法を開発する上で役立つ、

A2自分のの指導力の向上に役立つ、A3自分の教科指導を向上

させるのに役立つ、A4 自分の視野を向上させるのに役立つ、

A5自分の働く意欲を向上させるのに役立つ、A6自分の知識・

経験を深めるのに役立つ、A7 新しいことにチャレンジするこ

とに役立つ、A8教育について考えることに役立つ、） 

 

 

図 1からは、教員自身の様々な力の向上をWWLの取組を通して感じていることが読み取れる。

一方で、図１の A5 をみると WWL の取組について働く意欲の向上とは無関係のようにグラフで

は読み取れる。しかしながら、図２で示したように WWL の取組との関わりが多い教員ほど有意

に働く意欲が高かった（p<0.001）。さらに指導力向上値と働く意欲値との間にも正の相関関係が

みられたことから（r=0.67, p<0.001）、WWLの取組を通した指導力向上は教員の働く意欲にもポ

ジティブに関係している可能性がある。今年度から STEAMでこれまでの 9人から 16人に関わる

教員が増えたが、今後更に機会を増やすことで更なる相乗効果が期待できる。 
 

⑧成果の公表・普及 

○WWL2年次研究成果発表会 

WWL2 年次の研究成果の成果と課題について来校者と議論し次年度の活

動につなげることと、成果と課題を公表し普及することを目的に 2 月 10

日（金）に実施した。対面での開催は 3年ぶりであった。県内外の教育関

係者や教員を目指す大学生／大学院生など総勢 93 名が来校した。協同的

探究学習法を活用した Pre-STEAM、STEAM、データサイエンスを始め、

英語、数学、社会、生物の公開授業と授業検討会を開催した。また藤村宣

之（東京大学教育学部教授）の協同的探究学習に関わる講演会を開催した。 

（参加者の感想） 

・時間が少なく慌ただしかったですが、WWLのお話や、協同的探究学習 

 の実例などをあげていただき分かりやすかったです。藤村先生の講演も 

わかりやすく丁寧なものでした。ありがとうございました。 

・自己肯定感を高めながら、学ぶ姿勢を高めていくことが重要であると感じました。どのように 

生徒に学ばせるかを考え直す機会になり、とても勉強になりました。 

・高等学校におけるデータサイエンスの扱いについては、どの高校でも喫緊の課題です。数学Ⅰ、

情報、データサイエンスの教科間の連携について理解することができてよかったです。 

・生徒の気付きがとてもよいものであることがいいなと思いました。同じことを教員が伝えるよ

りも、生徒同士で協働的に気付きあえる環境づくりをされているのだと感じました。授業検討

会の中でも、公開授業に関して詳しく説明していただいて、本校でも実践したいと感じるもの

になりました。様々な場面での生徒の様子をもっと知りたいなと思いました。 

 

○WWL校内生徒研究発表会 

3 月 14日（火）に校内で「輝く授業展」と称してＷＷＬ校内生徒発表会を開催した。主に生徒

研究員制度で日頃研究活動をしている生徒を中心に実施した。助言者として植田健男（花園大学

社会福祉大学教授）、大谷尚（名古屋経済大学人間生活学部特任教授）を招いた。授業後の時間

 



を活用して発表会を行った。研究成果を発表し来場者と意見を交わす機会がこれまで乏しかった

が、多くの中学生や高校生が来場した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○WWL他校教員視察の受け入れ 

2022年度はコロナ禍の影響にもかかわらず比較的多くの学校訪問を受け入れた。 

 11月 24日（木）大坂教育大学      2名 

12 月 6日 （火）東京都立港北高等学校  1名 

12 月 27 日（火）新潟三条高等学校    2名 

1月 26日（木）札幌市立清田高校      2名 

1月 27日（金）堺市立金岡南中学校    2名 

2月 17日（金）神戸大学附属高等学校  2名 

〇海外長短期留学生（高校生）受入れ 

2022年度は 4名の留学生（高校生）を受け入れた。アジア架け橋プロジェクトから 2名（イン

ドネシア、フィリピンを 1年間、留学団体 AFS から 1名（オーストリア）を 1年間、留学団体 

YFUから 1名（韓国）3週間。 

〇海外長短期留学生（高校生）派遣 

 高校 1 年生 5 名が約 1 年間の長期留学に参加している。3 名が米国 1。1 名がカナダ、1 名がマ

レーシア。 

○課題研究生徒報告集の作成 

中学 1 年生～中学 3 年生は、幅広い興味と探究 Seeds を育成する「Pre-STEAM」（総合的な学

習の時間）で実施した研究内容を報告書にまとめた。また、高校 3 年生も高校 3 年間の課題研究

の成果を報告書にまとめた。 

 

 

 

○WWL生徒研究発表会の開催 

 事業連携校 6校と本校が共同で「WWL生徒研究

発表会」を名古屋大学豊田講堂で 3月 18日（土）

に開催。WWL東海・北信越・北海道ブロック 7つ

の ALネットワーク（事業拠点校）やイノベーティ

ブなグローバル人材を育成する 10 校にも声がけを

した。審査員として、各フィールドから多くの方が

参加した。2022 年度初めての試みとして、参加高

校生の名古屋大学見学会を開催した。参加した高校

生は、名古屋大学の ES 館、理学研究科天体物理学

研究室、トランスフォーマティブ生命分子研究所などを訪問し各訪問先では専門家の先生から説

  

 

  

 

   



明を受けた。表書式は分野ごとに名古屋大学各賞が発表された。分野は、数学、物理学・天文学、

化学、生物学、グローバル（国際関係、環境、平和など）に分かれた。コロナ禍のため多くの発表

会が中止になる中での実施だったため貴重な機会となった。参加生徒の多くはこの数年間、他校

の発表を見る機会が多くなく、他校から研究手法や研究内容を学ぶ機会ともなった。次年度も継

続して実施する計画である。 

○マスコミの活用 

 愛知県「ユネスコスクール活動事例第 10集」、アメリカ航空宇宙局 NASA と在名古屋米国領事

館との連携したWWL特別交流会は、新聞社 4社とテレビ局 5局が取材に訪れた。 

⑩運営指導委員会、検証委員会の開催 

○運営指導委員会  

2022年 7月 8日（金）に第 1回運営指導委員会を対面で開催した。WWL事業の計画と今後の

予定、及び評価方法についての報告に基づき、運営指導委員から助言と指導をいただいた。第 2

回運営指導委員会は、WWL研究成果発表会に併せて 2月 10日（金）に実施した。 

○検証委員会 

 1 月 30日と 1月 31日、に検証委員会を開催し、WWL生徒アンケートの分析と次年度以降の評

価アンケートについて議論した。2月 10日（金）にもWWL 研究成果発表会に併せて検証委員会

を開催した。 

 

９ 次年度以降の課題及び改善点 

○AP (Advance Placement) 制度の拡充 

「名古屋大学とWWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業コンソーシ

アム TOKAIとの教育交流に関する協定書」において、名古屋大学は「全学教養科目」を高校生に

提供することとなったため、次年度以降の課題としては「基礎セミナ－」以外の「全学教養科目」

を高校生が参加する筋道を策定していくことである。 

○海外事業連携校との交流 

 2021年度、海外事業連携校を訪問し、生徒の課題研究の発表や資料収集を行う計画を立ててい

たが、コロナ禍の影響によりどこも訪問することができなかった。そのためオンラインに切りか

えて可能な範囲で交流を行ったが、対面と同じだけの成果があったとは言い切れない。2022年度

も海外事業連携校との対面交流が可能かどうかわかない中、国内でも同程度の成果を得ることが

できる訪問先を探して交流を実施する等も必要になると考えている。 

○事業の評価 

「WWL コンソーシアム構築事業で育成する生徒の力」を測定するための各種の評価指標を継続

的に実施し分析する。「今年度の成果と課題」を次年度のWWL プログラムに取り入れる。また、

今年度実施した「生徒の思考力を測るための記述式課題」の分析と、「生徒の意識を測るための

アンケート調査」のクロス集計を試み、思考力と意識の相関関係を測定する。その分析結果を運

営指導委員会や検証委員会で報告し、委員会内の議論を通して事業の評価を精密化する。 

〇高校生国際会議 

今年度の高校生国際会議は、グルーバル 10 校や他地域 AL-NET の高校生にも参加してもらう

予定であったため、地域アドバンスト・ラーニング・ネットワーク構築のための委託事業での実

施とした。結果的には。12月のコロナ状況を鑑み参加者数の制限をする運びとなったため、地域

アドバンスト・ラーニング・ネットワーク関連校の生徒の参加は見送らざる得なかったが、次年

度は、コロナ禍の緩和政策もあり、地域アドバンスト・ラーニング・ネットワーク関係の高校生

も参加できる体制を整え、多くの高校生が「高校生国際会議」に参加できることを考えている。 

 

【担当者】 

担当課 文系総務課附属学校グループ ＴＥＬ 052-789-2672 

氏 名 渡邉 高史 ＦＡＸ 052-789-2696 

職 名 係長 E-mail fuzo-jim@adm.nagoya-u.ac.jp 
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83 19  

29 33 1 17 6  
2 7  

ALE Active Learning English
19 10 3 4 3  

Studium Generale Open corse
7 26 1 2 9  

5 9  
71 45 23 3  

 

 

 

な を

- 23 -



United Nation Inter National School (NY)
11 3

SDGs UNIS-UN Guiding Question
3

United Nation Inter National School (NY)
WWL

UNIS
UNIS STEAM

  3 18 24 5 7  
United Nation International School (UNIS)

SDGs  
UNIS

UNIS UNIS

UNIS  UNIS  

2023 1 1 2
 開催 も

 

 
 

 

3 1  

3 20 UNIS  
4   1 UNIS
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F2 Cl2 Br2 HF HCl HBr H2O NH3 CH4

H2O NH3 CH4 CH4

NH3 H2O
N O NH3 H2O
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2 3

 
 

2
3

 

 

3 H2O NH3 CH4

 

CH4 NH3 H2O
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I have been to Okinawa many times.
I like Hokkaido the best.
I went to Hawaii for the first time when I was 10.

 
 

 

 
 

 
 

 
I went to Hawaii for the first time when I was 10 years old.

Since then I have loved the islands.  My favorite island is 

Kauai.  It is smaller than Oahu but it has more nature.  I 

really enjoyed the adventure through the jungle. 
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1. What would you do if only one drink you can have 
were root beer?
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4 Early College

4 1

WWL

(Advance Placement)

6 3
Studium Generale G30 Program

ALE

WWL 2 AP

AP

Early College

Studium Generale B(AP) 
Studium Generale A(AP) 
Studium Generale(Open)

ALE

4 8

4 8 , 
10 3

10 
13 
0 
0 
7 

83 
29 
19 

10 
17 
4 
1 

26 
19 
33 
10 

20 
30 
4 
2 

33 
102 
62 
29 

4  
5  
2  
1  
5  
4  
6  
3  

17 
29 
3 

14 
16 
43 
21 

Pre-STEAM STEAM

Early College

Studium Generale

G30 Program

ALE

Studium Generale(Open) WWL 104
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5 (16:30-18:00)
2021

5 (16:30-18:00)

WWL
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Studium Generale G30 International Program G30
International Program

G30 International Program  9
Studium Generale (9 ) Studium Generale B

4

Studium Generale open course
2022 WWL

Studium Generale open course
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Studium Generale open course
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 8 1 2  

10:30-12:00  13:00-14:30 
8 9 10  

10:30-12:00  13:00-14:30 
8 9 10  

13:00–14:30 14:45–16:15 
    

 
    

 8 9 10  
13:00–14:30 14:45–16:15 

8 9 10  
13:00–14:30 14:45–16:15 

    

    
 8 12 13  

10:30-12:00  13:00-14:30 
8 22 23  

10:30-12:00  13:00-14:30 
8 22 23  

10:30-12:00  13:00-14:30 
  

Python
  

 

8QAM
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ALE Active Learning in English ALE  

SNS

ALE

10 11 ALE ALE
TA TA

TA 3
19 3 4

3 29 21 TA
TA 24  

10/16 
AM Sultane Mussa  Mozambique Social Challenges 

PM Alexander Navarro USA Gun violence in the United States 

10/22 
AM Sinthavanh CHANTHAVONG Laos Gender Inequality Issues in Lao PDR 

PM Chhoeurk Bomey Cambodia Child labor in Cambodia 

10/30 
AM Melina Neophytou Cyprus The Cyprus Problem 

PM Namuun Byambajav Mongolia Air Pollution in Mongolia 

11/12 
AM Anastasia Savira Indonesia Jakarta is Sinking 

PM Karl Raymond Roque Philippines The Philippines 

11/19 
AM Adefolake Adeniyi Nigeria TRADITIONAL MUSIC & DANCES IN NIGERIA 

PM Adhikari Sudha Nepal Waste management problem in Nepal 

October   16 (Sunday) 9:00-12:00  13:00-16:00 
October   22 (Saturday)        9:00-12:00  13:00-16:00 
October   30 (Sunday         9:00-12:00  13:00-16:00 
November 12 (Saturday)        9:00-12:00  13:00-16:00 
Nobember 19 (Saturday)        9:00-12:00  13:00-16:00 

9:00- 9:30 Check-in session (small group discussion) 
9:30-10:00 TA’s Lecture: TA’s presentation on the global issues in his/ her country 

10:00-11:00 Discussion (small group) 
11:00-12:00   Students’ presentation on their idea 
12:00-13:00 Lunch break 
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13:00-13:30     Check-in session (small group discussion) 
13:30-14:00 TA’s Lecture: TA’s presentation on the global issues in his/ her country 
14:00-15:00     Discussion (small group) 
15:00-16:00    Students’ presentation on their idea 
 

ALE  

ALE (5 4 3 2
1 )  
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LET’S TALK ABOUT CULTURE!!!
TRADITIONAL MUSIC & DANCES IN NIGERIA

Presented by Adeniyi, M. Adefolake
Graduate School of International Development, Nagoya University

@

Nagoya University Affiliated Secondary Schools

on

19th November 2022
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TA  
I suggest that Japanese students do the presentation as they are going to improve a lot when they 
do the research for a specific topic. Furthermore, it fosters student's creativity as well.. 
I am thinking that we can introduce group projects. Group projects will give the students in each 
group the opportunity to communicate and work in English. The TAs should act as facilitators, not 
do the projects with the students. The TAs should only guide them. 
The overall arragements of the program were already excellent. In my idea, to make the topic more 
interesting to the students, it will be great if we can do a pre-survey to find out what topics the 
students are interested in. As a TA, I am more than willing to prepare a topic that the student 
would like to know most about my country. 

 
ALE  

 
ALE

ALE
ALE

ALE ALE CAMP  
 

 
 ”Global Issues on Earth” 
  

 

TEL 0536-22-1234 441-1329  
 

 
ALE WWL  

18 2 2 22  
 

1 (Egypt) (Lithuania Egypt Peru Kenya Republic 
of Malawi Lao People's Democratic Republic Viet Nam  

 
12 3  

(9:30) (14:10) (14:30) (19:30) 
12 4  

(9:00)   (13:00)  (14:45) (17:30) 
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NASA DSCOVR Deep Space Climate Observatory
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Slime Mold Project 

pH

pH  
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SDGs
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I really appreciate this program. It was enriching and I got a chance to speak with other people of
different cultures and ideas to solve SDG problems. The program was well-organized and very
informative.
I think this program really help us with communicating with other which is a good opportunity to
improve my speech and english. this program also develops our character for example having
critical thinking, sympathy, and cooperation for global issues . i hope this kind of program will
held in the next time.
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2022 12 16 14:15 16:00 

2

Ghaitsa Ghea Rediang Raun  Antonio Moses
Josef Rabl

1

2 COP27

COP27
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1� Senator Nelson, NASA Administrator 

2� his wife Grace Sen. Nelson 

3� Susie Quinn, NASA Chief of Staff 

4� Patrick Kelly, NASA Speech Writer 

5� Karen Feldstein, NASA Associate Administrator for International Relations 

6� Andy Masciola, NASA International Program Specialist 

7� Garvey McIntosh, NASA Attaché 

8Ç Matthew Cenzer, U.S. Consulate Nagoya Principal Officer 

9� Kenichi Oba, US Consulate Nagoya Political Specialist 

10 Rika Tanaka, US Consulate Public Engagement CoordinatorÈ 
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WWL  
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AL Global 10
2023 3 18

Award Speaker - Listener

 
 
-2 Tongali-Junior  

Tongali-Junior
3 7 30

8 5 11 4

2

8 18

START UP!!
2022 10 30 You Tube URL

https://www.youtube.com/watch?v=QEwpGKWFauI 
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 SDGs  7 
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B-4 Sustainable Development 

and Natural Environment 

12   Related Topics: 

Climate Action
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